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┃   国民の士気を鼓舞する夢あふれる環境政策の立案を！

┃　　－日本の文明史的貢献・地球再生戦略・行動の指針－

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

日本の環境政策立案に当って、国民の士気を鼓舞すうような環境政策のビジョンが必要に思わる。

士気はオリンピックでもそうですが、国家的スケールの壮大な士気・ロマンを描けるものである必要があると思います。これは日本の当面の核心問題である日本国のモラル再建策と大いに関係があります。

1,TV・ITなどの通じての広報は特に重要、天気地図のように目に見える環境汚染の地図、モデル地域地図と対比し見せる。省庁の広報費でやるか環境NGOからにアイディアを募集し、良いプロジェクトに予算をつける方がコストの面、社会的効果が期待される。

2、環境問題は最近の医療の動向と相似的です。 病理学から予防(健康医学)へ、西欧の近代医療からこれを補填する代替・伝統医療の再評価に見られるように予防環境学、有機微生物の活用による土壌改良、化学物質の無毒化・再生の研究を重視すること 

3、日本国内だけではなく、グローバルな視点から環境政策を立案すること、特に中国・発展途上国への協力が国内対策以上に地球生態系に影響を与えるので、ODAも中国などは開発以上に環境問題解決に援助をシフトすべき。 

4、環境政策に人間味のある魅力あるビジョン・哲学が重要。それには

1)文明的視野から日本文明(東洋文明)を位置づけ、西欧近代化文明のバランスシート、そこにおける日本文明の可能性を示唆すること

２）地球生態系の永続する再生システム構築の観点から我々の生き方、農政・自動車産業等の産業政策を立案する。

　　３）世界レベル・地域レベル・国家レベル・各省庁・産業レベル・会社・団体レベル・家庭個人レベルに分け、いかに人類的・国家的な夢・目標に達することができるか行動指針を示すこと

以上の内容を持った総合的・各自に行動を促すわかりやすいガイドラインが必要と思います。NGO・NPO団体、地方自治体らが動き出せば、日本人としても誇りも生まれ、たちまち元気を回復、たちまちに世界へ波及することも夢ではありません。

日本らしい世界への貢献、今はビジネス・産業が先行しているので世界から”エコにミックアニマル”・”粘土の足を持った精神的小人”と嫉妬され、下げすさまれる訳です。やはり人間の誇り、尊厳性をとり戻す為には文化・大きな目標に貢献する精神姿勢・価値観に訴える必要があると思います。

日本文化の特質の１つは美的センスです。食事１つとっても立派な芸術品です。

米国・中国・韓国人と食事を共にしたときの会話：「日本人は目で食べる。中国人は舌で食べる。韓国人はお膳にたくさん並べて全身で食べる。米国人は腹で食べる」

対症療法、対策に莫大な金を使うより、国民、青年の士気を高揚する夢のある環境政策作りにもっと関心と予算を向けてくださるよう期待しています。

以上
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